
○
真
摯
な
討
論
を

大
会
は
橋
本
副
委
員
長
の
司
会

で
開
催
し
、
挨
拶
で
は
「
今
大
会
の

任
務
は
、
本
部
大
会
で
承
認
さ
れ
た

Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
を
解
決
さ
せ
る
方

針
を
受
け
て
地
方
に
お
い
て
も
全
力

で
闘
い
抜
く
方
針
を
確
立
す
る
こ
と

に
あ
る
。
職
場
の
諸
課
題
と
合
わ
せ

て
真
摯
で
活
発
な
討
論
を
お
願
い
し

た
い
。
」
と
述
べ
た
。
手
続
き
に
入

り
、
資
格
審
査
委
員
会
か
ら
代
議
員

３
７
名
中
３
２
名
、
特
別
代
議
員
と

執
行
部
全
員
の
出
席
を
確
認
し
大
会

の
成
立
を
宣
言
。
議
長
団
に
大
庭

（
宮
城
）
金
田
（
福
島
）
各
代
議
員

を
選
出
し
た
。

○
委
員
長
の
挨
拶

太
田
博
二
委
員
長
の
挨
拶
は
、
①

不
採
用
事
件
の
年
内
解
決
を
②
昇
進

差
別
事
件
の
和
解
と
組
織
拡
大
③
安

全
問
題
を
中
心
と
し
た
職
場
の
取
り

組
み
④
平
和
問
題
―
に
つ
い
て
発
言

し
決
意
を
述
べ
た
。

○
激
励
と
連
帯
の
挨
拶

来
賓
挨
拶
は
政
党
、
友
誼
組
織
な

ど
多
く
の
方
々
（
下
記
参
照
）
か
ら

受
け
た
。
東
日
本
本
部
を
代
表
し
て

挨
拶
に
立
っ
た
藤
野
副
執
行
委
員
長

は
①
本
部
結
成
６
０
周
年
の
伝
統
を

運
動
に
生
か
す
取
り
組
み
を
（
エ
リ

ア
２
０
周
年
）
②
政
治
課
題
〜
小
泉

反
動
内
閣
と
そ
れ
を
引
き
継
ぐ
安
倍

③
ニ
ュ
ー
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
２
０
０
８

は
労
働
法
制
の
先
取
り
④
安
全
問
題

〜
福
知
山
事
故
・
羽
越
線
事
故
・
首

都
圏
輸
送
障
害
の
多
発
と
労
組
の
役

割
⑤
駅
業
務
大
合
理
化
問
題
〜
小
駅

の
一
括
委
託
⑥
中
労
委
一
括
和
解
問

題
の
経
過
⑦
組
織
拡
大
―
等
に
つ
い

て
述
べ
た
。
ま
た
各
地
方
本
部
等
か

ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
菅
原
婦
人
部
長

か
ら
紹
介
さ
れ
読
み
上
げ
ら
れ
た
。

○
執
行
経
過
を
承
認

議
事
に
入
り
、
大
会
延
期
承
認
を

得
た
後
、
締
結
し
た
協
定
を
大
沼
書

記
長
が
提
案
。
２
０
０
５
年
度
決
算

報
告
を
永
山
執
行
委
員
が
行
っ
た
後
、

秋
山
会
計
監
査
員
よ
り
会
計
監
査
報

告
を
受
け
、
会
館
事
業
報
告
と
予
算

の
報
告
を
中
島
副
委
員
長
が
提
案
。

活
動
報
告
と
２
０
０
６
年
度
運
動

方
針
（
案
）
を
書
記
長
が
一
括
提
案

し
た
。
協
定
・
決
算
・
会
館
・
経
過

に
対
す
る
質
疑
に
は
川
口
代
議
員
外

６
名
が
発
言
し
、
執
行
部
か
ら
の
答

弁
後
に
協
定
・
決
算
・
経
過
に
つ
い

て
の
承
認
を
得
た
後
、
２
０
０
６
年

度
予
算
（
案
）
が
提
案
さ
れ
た
。

（
各
代
議
員
の
発
言
に
つ
い
て
は
発

言
集
を
作
成
し
周
知
を
図
る
。
運
動

方
針
に
対
す
る
質
疑
も
同
様
）

○
優
良
機
関
紙
表
彰

昨
年
に
引
き
続
き
仙
台
工
事
区
分

会
の
機
関
紙
「
ろ
ば
た
」
が
地
方
本

部
規
定
を
超
え
る
５
０
号
を
発
行
を

し
、
優
良
機
関
紙
表
彰
が
行
わ
れ
た
。

２
日
目

○
運
動
方
針
を
拍
手
で
採
択

大
会
２
日
目
は
方
針
及
び
予
算
質

疑
か
ら
再
開
し
、
地
方
本
部
の
中
間

答
弁
を
挟
み
な
が
ら
一
般
討
論
１
８

名
、
前
日
の
経
過
討
論
と
合
わ
せ
て

２
５
名
が
発
言
し
た
。
（
会
場
の
時

間
の
制
約
上
、
挙
手
し
な
が
ら
発
言

出
来
な
い
代
議
員
も
い
た
が
、
原
稿

発
言
と
し
て
発
言
集
に
掲
載
の
予
定
）

２
日
間
の
発
言
を
受
け
て
、
大
沼

書
記
長
が
行
っ
た
集
約
で
は
①
Ｊ
Ｒ

不
採
用
事
件
の
早
期
解
決
に
向
け
た

闘
い
に
つ
い
て
②
反
合
理
化
、
安
全
・

安
定
輸
送
の
確
立
、
サ
ー
ビ
ス
向
上

に
向
け
た
闘
い
③
差
別
是
正
、
不
公

平
感
の
な
い
明
る
い
職
場
作
り
に
つ

い
て
④
組
織
強
化
拡
大
の
闘
い
⑤
２

０
０
７
年
春
闘
の
闘
い
⑥
平
和
を
守

り
、
労
働
者
の
た
め
の
政
治
勢
力
の

前
進
に
向
け
た
闘
い
―
に
つ
い
て
見

解
を
述
べ
た(

２
面
に
全
文
掲
載
）
。

集
約
に
対
し
代
議
員
か
ら
の
異
議
は

出
さ
れ
ず
、
２
０
０
６
年
度
運
動
方

針
（
案
）
並
び
に
２
０
０
６
年
度
予

算
（
案
）
が
採
択
さ
れ
た
。

○
１
票
投
票
で
ス
ト
権
を
確
立

続
い
て
出
席
代
議
員
３
４
名
中
、

３
４
名
を
確
認
し
て
ス
ト
権
１
票
投

票
が
行
わ
れ
、
賛
成
３
４
名
で
確
立

さ
れ
た
。

役
員
改
選
は
、
地
本
会
計
監
査

（
定
数
１
名
）
、
地
方
委
員
（
定
数

２
２
名
）
と
も
定
数
通
り
の
立
候
補

で
無
投
票
当
選
を
確
認
。
大
会
宣
言

と
特
別
決
議
１
本
を
採
択
し
た
。

閉
会
の
挨
拶
に
立
っ
た
中
島
副
委
員

長
は
議
事
進
行
を
滞
り
な
く
進
め
た

両
議
長
に
労
い
の
言
葉
を
か
け
た
後

「
今
大
会
の
発
言
に
学
び
、
明
日
か

ら
職
場
で
奮
闘
し
よ
う
」
と
述
べ
、

太
田
委
員
長
の
「
団
結
が
ん
ば
ろ
う
」

三
唱
で
大
会
を
締
め
括
っ
た
。
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総
団
結
で
闘
う
方
針
を
確
立

国
労
仙
台
第
六
一
回
定
期
地
方
大
会
が
９
月
２
〜
３
日
、
仙
台
市
内

茂
庭
荘
に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
の
早
期
解
決
を

は
じ
め
と
し
て
、
労
働
条
件
改
善
、
安
全
問
題
、
組
織
強
化
拡
大
、

昇
進
差
別
和
解
問
題
な
ど
諸
課
題
に
つ
い
て
白
熱
し
た
議
論
が
行
わ

れ
、
運
動
方
針
な
ど
全
議
案
を
承
認
、
決
定
し
た
。

来
賓

（
敬
称
略
）

☆
社
会
民
主
党
・
小
山

勇
朗

☆
日
本
共
産
党
・
花
木

則
彰

☆
宮
城
県
平
和
労
組
会
議

・
及
川

光
行

☆
宮
城
県
交
運
労
協

・
星

秋
雄

☆
東
北
労
金
宮
城
県
本
部

・
星

新
一

☆
全
交
運
共
済
生
協

・
長
田

節
子

☆
退
職
者
の
会
・
伊
藤

敬
吾

☆
家
族
会

・
二
瓶
さ
ち
子

☆
国
労
議
員
団
・
佐
藤

幸
夫

☆
国
労
東
日
本
本
部

・
藤
野

節

☆
国
労
本
部

・
佐
藤

勝
雄

メ
ッ
セ
ー
ジ

（
敬
称
略
）

★
新
潟
地
本

守
橋

久
仁
雄

★
千
葉
地
本

土
井

章

★
東
京
地
本

阿
部

力

★
髙
﨑
地
本

横
塚

正
雄

★
水
戸
地
本

高
松

義
雄

★
盛
岡
地
本

奈
良
岡

克
也

★
秋
田
地
本

瀬
下

一
司

★
新
幹
線
地
本

望
月

博

★
東
北
協
議
会

奈
良
岡

克
也

★
宮
城
県
交
労

二
上

宗
一

主催者を代表して挨拶する太田委員長

優良機関誌表彰を受ける舟濤分会長
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書
記
長
集
約

１
．
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
早
期
解
決
に
向

け
た
闘
い
に
つ
い
て

「
決
ま
っ
た
方
針
を
具
体
化
し
て
い
く
」

「
『
大
同
団
結
』
を
大
事
に
し
て
い
く
」

等
、
ま
た
、
闘
争
団
の
生
活
を
支
え
る
物

資
販
売
の
取
り
組
み
、
強
化
に
つ
い
て
の

発
言
が
あ
っ
た
。
取
り
組
み
、
運
動
を
教

訓
化
し
、
全
体
で
確
認
し
て
い
き
た
い
。

「
大
同
団
結
」
更
な
る
強
化
が
解
決
そ

の
も
の
で
あ
る
。
闘
い
の
陣
形
、
要
求
は

決
ま
っ
た
。
後
は
ま
と
ま
っ
て
出
口
に
向

か
う
だ
け
、
道
は
自
ら
が
切
り
開
く
こ
と
。

あ
く
ま
で
政
治
解
決
方
針
で
あ
り
、
時

効
を
止
め
る
位
置
づ
け
の
「
新
た
な
訴
訟
」

で
あ
る
。
与
党
対
策
が
ス
ム
ー
ズ
に
進
め

ら
れ
る
よ
う
地
方
か
ら
運
動
を
支
え
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

国
会
議
員
要
請
、
宮
城
県
支
部
で
の
取

り
組
み
が
す
で
に
行
わ
れ
、
今
後
の
日
程

も
入
っ
て
い
る
。
一
万
人
ア
ッ
ピ
ー
ル
運

動
、
議
会
意
見
書
に
つ
い
て
も
関
係
議
員

へ
要
請
を
し
、
白
石
市
で
は
請
願
書
の
提

出
が
さ
れ
て
い
る
。
議
会
の
傍
聴
体
制
な

ど
、
各
地
区
に
協
力
要
請
し
、
運
動
の
積

み
上
げ
を
図
っ
て
い
き
た
い
。
闘
争
団
生

活
支
援
、
共
闘
の
強
化
、
拡
大
等
々
、
精

一
杯
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
と
す
る
。

２
．
反
合
理
化
、
安
全
・
安
定
輸
送
の
確

立
、
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
向
け
た
闘
い

設
備
職
場
、
パ
ー
ト
ナ
ー
会
社
の
実
態

が
報
告
さ
れ
た
。
設
備
部
で
は
、
３
つ
の

事
故
を
取
り
上
げ
、
ル
ー
ル
を
守
る
た
め

の
取
り
組
み
と
し
て
、
現
場
長
が
職
場
風

土
に
あ
っ
た
ス
ロ
ー
ガ
ン
を
決
め
て
、
各

社
員
が
目
標
を
設
定
す
る
、
と
い
う
指
導

が
さ
れ
て
い
る
。
代
議
員
の
発
言
に
あ
っ

た
よ
う
に
、
「
原
則
線
路
閉
鎖
を
」
と
の

目
標
に
対
し
、
現
場
長
は
、
柔
軟
に
、
あ

く
ま
で
現
状
の
体
制
で
で
き
る
目
標
に
、

と
実
態
が
働
く
側
の
視
点
に
立
っ
た
取
り

組
み
で
な
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
電
気
協

議
会
、
工
務
協
議
会
で
現
状
を
集
約
し
、

ル
ー
ル
を
守
る
た
め
に
は
何
が
必
要
な
の

か
組
織
的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

風
規
制
、
異
常
事
対
応
、
遺
失
物
シ
ス

テ
ム
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
な
ど
で
早
期

退
職
を
選
択
す
る
営
業
職
場
の
実
態
、
運

輸
協
議
会
、
営
業
分
科
と
連
携
し
改
善
の

取
組
み
を
進
め
る
。

運
転
職
場
の
要
員
の
関
係
に
つ
い
て
は
、

休
日
勤
務
の
実
態
調
査
が
運
転
士
、
車
掌

で
行
わ
れ
、
集
約
が
さ
れ
て
い
る
。
３
６

協
定
締
結
時
に
も
、
支
社
に
対
し
運
転
職

場
の
超
勤
の
実
態
か
ら
別
途
、
要
求
を
ま

と
め
申
し
入
れ
る
こ
と
に
し
て
い
る
。
東

日
本
本
部
で
取
り
組
ん
で
い
る
「
勤
務
問

題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
の
各
職
場
の
行
路
、

労
働
時
間
に
つ
い
て
は
、
東
日
本
管
内
の

８
割
方
の
職
場
の
集
約
が
終
わ
り
、
「
食

う
、
寝
る
、
ト
イ
レ
」
を
基
本
と
す
る
最

低
限
の
要
求
を
元
に
分
析
が
始
ま
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
仙
台
空
港
ア
ク
セ
ス
鉄
道
の

ワ
ン
マ
ン
列
車
の
導
入
に
対
し
、
安
全
・

安
定
輸
送
確
立
の
観
点
か
ら
反
対
の
チ
ラ

シ
ま
き
を
と
の
発
言
が
あ
っ
た
。
宮
城
県

支
部
で
今
、
関
係
駅
、
車
掌
、
運
転
士
、

車
両
各
職
場
代
表
者
会
議
の
設
定
等
進
め

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
私
た
ち
の
側
の

共
通
認
識
も
作
り
な
が
ら
、
運
動
を
進
め

て
い
く
こ
と
に
す
る
。

郡
山
工
場
の
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
ジ
ャ
ッ
キ

の
不
具
合
に
つ
い
て
も
承
知
し
て
お
り
、

現
地
視
察
な
ど
も
検
討
し
、
引
き
続
き
改

善
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強
め
る
。

幹
総
の
労
災
死
亡
事
故
に
つ
い
て
は
、

原
因
の
究
明
、
安
全
対
策
の
実
施
を
求
め

て
い
く
。
事
実
を
で
き
る
限
り
集
約
し
、

ま
た
、
今
日
ま
で
に
こ
の
作
業
が
ど
の
よ

う
に
取
り
扱
わ
れ
、
効
率
化
等
さ
れ
て
き

た
の
か
、
そ
こ
に
問
題
は
な
か
っ
た
の
か

等
、
仙
総
支
部
と
連
携
し
再
発
防
止
に
取

り
組
ん
で
い
く
。

安
全
の
取
り
組
み
で
は
、
こ
れ
ま
で
業

務
部
と
企
画
で
打
ち
合
わ
せ
、
各
職
協
の

皆
さ
ん
と
連
携
し
要
求
の
集
約
や
団
体
交

渉
を
進
め
て
き
た
。
あ
ら
た
め
て
安
全
問

題
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
会
議
を
立
ち
上
げ
、
各

職
協
、
各
支
部
代
表
を
入
れ
た
定
例
の
会

議
を
開
催
す
る
。

ア
ス
ベ
ス
ト
対
策
委
員
会
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
設
置
し
、
取
り
組
み
の
強
化
を

図
る
。

３
．
差
別
是
正
、
不
公
平
感
の
な
い
明
る

い
職
場
作
り
に
つ
い
て

昇
進
試
験
に
つ
い
て
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

声
が
あ
り
、
課
題
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

二
次
試
験
が
発
表
さ
れ
た
後
を
目
途
に
、

各
地
区
集
会
を
開
催
し
て
い
く
こ
と
に
す

る
。
代
議
員
の
発
言
か
ら
、
具
体
的
課
題

と
し
て
合
格
率
の
ア
ン
バ
ラ
、
試
験
問
題

の
見
直
し
等
出
さ
れ
、
受
験
を
組
織
的
に

指
導
す
る
こ
と
へ
の
賛
否
も
あ
っ
た
。
昨

日
、
今
日
の
発
言
で
も
あ
る
が
、
一
つ
に

は
自
動
昇
格
制
度
を
求
め
な
が
ら
も
、
試

験
制
度
が
厳
然
と
し
て
存
在
す
る
中
で
は

労
働
組
合
と
し
て
そ
の
制
度
を
受
け
止
め

対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
あ
り
、
個
々
で
の
取
組
み
に
な
れ
ば
個
々

で
の
動
き
に
な
り
、
心
配
し
て
い
る
よ
う

に
仲
間
の
競
争
が
拡
大
す
る
。
組
織
と
し

て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
に
つ
い
て
是
非
、

理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
仲
間
同
士
の

競
争
等
、
心
配
す
る
声
が
あ
り
、
先
行
し

て
取
り
組
ん
で
き
た
仙
総
支
部
と
の
交
流

等
も
必
要
と
考
え
る
。

異
動
の
問
題
に
つ
い
て
。
中
間
答
弁
で

も
明
ら
か
に
し
た
と
お
り
、
労
働
委
員
会

の
和
解
協
議
が
一
つ
で
あ
り
、
申
し
立
て

事
件
以
外
の
関
連
に
つ
い
て
も
、
仙
台
と

し
て
４
件
上
げ
て
要
求
実
現
に
向
け
取
り

組
ん
で
い
る
。
そ
の
他
に
つ
い
て
は
、
地

本
と
支
社
と
の
労
使
関
係
の
中
で
粘
り
強

く
改
善
の
取
組
み
を
行
っ
て
い
く
。

４
．
組
織
強
化
拡
大
の
闘
い

代
議
員
か
ら
具
体
的
拡
大
に
む
け
た
取

組
み
の
発
言
が
あ
っ
た
。
今
野
君
に
続
け

と
い
う
こ
と
に
尽
き
る
。
地
本
と
し
て
財

政
を
含
め
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
く
。
組

織
拡
大
対
策
会
議
を
節
目
、
節
目
で
行
い
、

情
報
の
共
有
化
を
図
り
た
い
。
国
労
の
運

動
の
継
承
は
、
組
織
拡
大
な
し
に
は
あ
り

え
な
い
こ
と
を
全
体
が
確
認
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
一
気
に
拡
大
が
進
ま
な
い
現

状
に
お
い
て
の
組
織
活
動
も
悩
み
、
工
夫

し
な
が
ら
活
性
化
を
図
り
た
い
。
機
関
紙

活
動
の
重
要
性
も
教
宣
部
を
中
心
に
共
有

化
し
て
い
く
。
昨
年
大
会
か
ら
脱
退
は
４

名(

東
３
名
、
貨
物
１
名)

、
加
入
１
名
。

理
由
は
異
動
、
昇
進
試
験
で
あ
り
、
こ

の
間
、
昇
進
差
別
事
件
和
解
の
余
勢
を
組

織
拡
大
に
つ
な
げ
て
き
た
が
、
冒
頭
の
委

員
長
挨
拶
で
ふ
れ
た
よ
う
に
、
逆
に
課
題

の
一
つ
と
し
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
組

織
活
動
、
取
り
組
み
等
の
点
検
て
こ
入
れ

を
一
緒
に
考
え
対
応
し
て
い
く
。

５
．
２
０
０
７
年
春
闘
の
闘
い

春
闘
の
ス
タ
ー
ト
と
し
て
、
９
月
の
賃

金
で
「
賃
金
・
生
活
実
態
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
」
を
現
在
準
備
し
て
い
る
。
全
員
対
象

で
の
取
り
組
み
に
な
る
の
で
、
各
機
関
に

集
約
に
向
け
た
意
思
統
一
を
要
請
す
る
。

代
議
員
の
発
言
に
あ
る
よ
う
に
、
春
闘

期
の
職
場
集
会
、
一
人
一
要
求
の
集
約
と

要
求
作
り
、
そ
し
て
現
場
社
員
の
声
と
し

て
の
話
し
合
い
の
取
り
組
み
が
広
が
っ
て

い
る
。
現
場
に
は
交
渉
権
は
無
い
、
と
す

る
状
態
が
続
い
た
。
地
本
と
支
社
と
の
団

交
で
は
、
鉛
筆
、
消
し
ゴ
ム
の
果
て
ま
で

議
論
し
な
け
れ
ば
な
か
っ
た
が
、
会
社
は

現
場
で
対
応
で
き
な
い
の
か
と
の
議
論
が

あ
り
、
結
果
と
し
て
現
場
で
の
集
団
的
労

使
関
係
は
認
め
ら
れ
な
い
が
、
社
員
の
声

と
し
て
対
応
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
確

認
し
て
い
る
。
今
後
も
工
夫
し
な
が
ら
取

組
み
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

統
一
行
動
、
大
衆
闘
争
の
拡
大
と
の
要

請
も
あ
っ
た
。
仙
台
総
行
動
事
務
局
を
設

置
し
、
そ
の
中
で
検
討
し
て
い
く
こ
と
に

し
た
い
。

貨
物
職
場
か
ら
の
ス
ト
ラ
イ
キ
の
要
請

に
つ
い
て
は
、
情
勢
と
貨
物
組
合
員
の
合

意
形
成
な
ど
の
判
断
が
必
要
。
中
央
戦
術

委
員
長
会
議
で
検
討
さ
れ
る
の
で
、
地
方

か
ら
の
意
見
と
し
て
伝
え
て
い
く
こ
と
に

す
る
。

６
．
平
和
を
守
り
、
労
働
者
の
た
め
の
政

治
勢
力
の
前
進
に
向
け
た
闘
い

９
条
の
会
へ
の
加
入
に
つ
い
て
は
、
中

間
答
弁
の
通
り
、
執
行
委
員
会
で
検
討
す

る
こ
と
と
す
る
。
選
挙
の
関
係
は
、
来
春

の
統
一
自
治
体
選
挙
、
組
織
内
候
補
の
扱

い
、
共
闘
と
の
関
係
、
具
体
的
に
は
夏
の

参
議
院
選
挙
の
関
係
も
同
様
で
あ
る
が
、

執
行
委
員
会
で
検
討
し
、
推
薦
等
決
定
し

な
が
ら
要
請
し
て
い
く
。
基
本
は
平
和
を

守
る
、
労
働
者
の
立
場
に
立
っ
た
政
治
勢

力
の
拡
大
に
向
け
た
闘
い
で
あ
る
。

こ
の
一
年
間
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
つ
い

て
取
り
組
ん
で
き
た
。
今
後
も
大
会
で
確

認
さ
れ
た
課
題
な
ど
の
克
服
に
向
け
、
一

つ
ひ
と
つ
粘
り
強
く
対
応
し
、
要
求
の
前

進
に
向
け
、
地
方
本
部
が
そ
の
先
頭
で
奮

闘
す
る
こ
と
を
誓
い
、
集
約
と
し
た
い
。

諸
課
題
に
全
力
を

集
約
答
弁
を
す
る
大
沼
書
記
長


